
■COI⾃⼰申告項⽬
１．本務以外に団体の職員、顧問職等の報酬として、年間100万円以上受領している報告対象企業
２．株の保有と、その株式から得られた利益として、年間10％以上の持ち分を受領している報告対象企業名
３．特許権使⽤料の報酬として、年間100万円以上受領している報告対象企業名
４．会議の出席（発表、助⾔など）に対する講演料や⽇当として、年間50万円以上受領している報告対象企業名
５．パンフレット、座談会記事等に対する原稿料として、年間50万円以上受領している報告対象企業名
６．年間200万円以上の研究費（産学共同研究、受諾研究、治験など）を受領している報告対象企業名
７．年間200万円以上の奨学（奨励）寄附⾦を受領している、または、寄付講座に属している場合の報告対象企業名
８．訴訟等に際して顧問料及び謝礼として年間100万円以上受領している報告対象企業名
９．臨床試験を⾏っている法⼈（NPO 法⼈を含む）の代表者である場合は、その法⼈名と寄付・研究費を受けている企業名 
10．効果安全性評価委員または独⽴データモニタリング委員に就任する企業名。

下記に上級役職者の利益相反状態を開⽰します。

開⽰項⽬1 開⽰項⽬2 開⽰項⽬3 開⽰項⽬4 開⽰項⽬5
開⽰項⽬6 開⽰項⽬7 開⽰項⽬8 開⽰項⽬9

該当なし 該当なし 該当なし

ノバルティスファーマ、中外製薬、ア
ストラゼネカ、インサイト・ジャパン、
MSD、帝⼈ファーマ、⼤鵬薬品⼯

業、⽇本セルヴィエ

該当なし

エーザイ、アストラゼネカ、中外製
薬、BMS、MSD、カイオム・バイオ
サイエンス、イーライリリー、⽇本セル
ヴィエ、Merus N.V.、INVITAE
CORPORATION、楽天メディカ

ル、ノバルティスファーマ、アッヴィ、パ
レクセル・インターナショナル、

LabcorpGenetics

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし

ヤクルト本社、中外製薬、インサイ
ト・ジャパン、⼤鵬薬品⼯業、アスト
ラゼネカ、MSD、⽇本セルヴィエ、

⼩野薬品⼯業、エーザイ

該当なし

⼩野薬品⼯業、アストラゼネカ、中
外製薬、Boehringer

Ingelheim International、ノバ
ルティスファーマ、アステラス製薬、⼤

鵬薬品⼯業、⽇本セルヴィエ

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし ファイザー、中外製薬、第⼀三共、
アストラゼネカ 該当なし

ファイザー、MSD、第⼀三共、
IQVIA、中外製薬、SATOMI臨

床研究プロジェクト、アストラゼネカ、
九州臨床研究⽀援センター、イー
ピーエス、国⽴がん研究センター、

Fortrea Japan、メドペイス・ジャパ
ン、パブリックヘルスリサーチセン

ター、メルクバイオファーマ

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし
中外製薬、ファイザー、アストラゼネ

カ、イーライリリー、第⼀三共、
MSD、エーザイ

該当なし

中外製薬、第⼀三共、MSD、アス
トラゼネカ、イーライリリー 中外製薬 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 第⼀三共、アストラゼネカ 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 第⼀三共、イーライリリー、ギリアド・
サイエンシズ 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし
富⼠フイルム ⼤鵬薬品⼯業、イーライリリー 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

イーライリリー 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし イーライリリー、中外製薬、第⼀三
共 該当なし

イーライリリー 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし
第⼀三共、イーライリリー、協和キリ
ン、⼤鵬薬品⼯業、ギリアド・サイエ

ンシズ
該当なし

エーザイ、第⼀三共、⼤鵬薬品⼯
業 エーザイ 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

IQVIAソリューションズジャパン、
KBBM、武⽥薬品⼯業、サーモ
フィッシャーダイアグノスティクス、

immunohelix、⼩野薬品⼯業、
BTB創薬研究センター、トレジェム

バイオファーマ

該当なし 該当なし 該当なし

⽒名（所属機関）
利益相反開⽰項⽬

池⽥ 公史
(国⽴がん研究センター東病院)

⾼⼭ 哲治
(徳島⼤学⼤学院)

瀧川 奈義夫
(川崎医科⼤学)

⽥村 研治
(島根⼤学医学部附属病院)

鶴⾕ 純司
(昭和⼤学)

上野 誠
(神奈川県⽴がんセンター)

沖⽥ 南都⼦
(国⽴がん研究センター中央病院)

後藤 悌
(国⽴がん研究センター中央病院)

佐治 重衡
(福島県⽴医科⼤学)

柴⽥ 浩⾏
(秋⽥⼤学⼤学院医学系研究科)

「公益社団法⼈⽇本臨床腫瘍学会上級役職者」の利益相反事項の開⽰
公益社団法⼈⽇本臨床腫瘍学会組織利益相反管理規程（第５条・第６条４・別紙１）の通り上級役職者の利益相反状態を開⽰する。報告対象とする企業等（以下、報告対象企業等とする）
は、医薬品・医療機器メーカー等医療関係企業⼀般並びに医療関係研究機関等の企業・組織・団体とし、医学研究等に研究資⾦を提供する活動もしくは医学・医療に関わる活動をしている法⼈・団
体等も含めた。

＜利益相反事項開⽰項⽬＞　該当する場合具体的な企業名（団体名）を記載、該当しない場合は”該当なし”と記載する。

中島 貴⼦
(京都⼤学医学部附属病院)

⾼野 利実
(がん研有明病院)



開⽰項⽬1 開⽰項⽬2 開⽰項⽬3 開⽰項⽬4 開⽰項⽬5
開⽰項⽬6 開⽰項⽬7 開⽰項⽬8 開⽰項⽬9

⽒名（所属機関）
利益相反開⽰項⽬

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

⽇本ベーリンガーインゲルハイム、
イーライリリー、⻄⽇本がん研究機
構、ニチレイバイオサイエンス、⼤阪
南医療センター、⽇⽴製作所、⼤
塚製薬、胸部腫瘍臨床研究機

構、岡⼭⼤学、JBCRG

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし

中外製薬、ブリストル・マイヤーズス
クイブ、アストラゼネカ、⼩野薬品⼯
業、アムジェン、第⼀三共、イーライ
リリー、アッヴィ、武⽥薬品⼯業、

MSD

ガーダントヘルスジャパン

BMS、IQVIA、PRAヘルスサイエン
ス、サイネオス・ヘルス・クリニカル、
MSD、ヤンセンファーマ、中外製

薬、サノフィ、ファイザーR&D 、アス
トラゼネカ、アッヴィ、第⼀三共、⼤
鵬薬品⼯業、アムジェン、エイツーヘ
ルスケア、シミック、グラクソ・スミスク
ライン、アステラス製薬、イーピーエ
ス、⽇本ベーリンガーインゲルハイ

ム、⻄⽇本がん研究機構、べーリン
ガーインゲルハイム、ICONクリニカル

リサーチ、新⽇本科学PPD

エーザイ、中外製薬 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 中外製薬 該当なし

該当なし 中外製薬 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし アストラゼネカ、中外製薬 該当なし

⼤鵬薬品⼯業、メルクバイオファー
マ、Regeneron、MSD、⼩野薬

品⼯業、ブリストル・マイヤーズスクイ
ブ

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし
ヤンセンファーマ、エーザイ、中外製
薬、アストラゼネカ、Genmab、アッ

ヴィ、⽇本新薬
該当なし

MSD、ヤンセンファーマ、⼩野薬品
⼯業、中外製薬、武⽥薬品⼯

業、Loxo Oncology、ブリストル・
マイヤーズスクイブ、⼤塚製薬、アス
トラゼネカ、Meiji Seika ファルマ、
アッヴィ、インサイト・バイオサイエンシ

ズ・ジャパン、ファイザー

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 第⼀三共 該当なし

該当なし 中外製薬 該当なし 該当なし

未申告 未申告 未申告 未申告 未申告

未申告 未申告 未申告 未申告

該当なし 該当なし 該当なし
MSD、サノフィ、ファイザー、⼩野薬
品⼯業、Henlius⽣物技术股份

有限公司、イーライリリー
該当なし

MSD、アストラゼネカ、エーザイ、ファ
イザー、⼩野薬品⼯業、第⼀三

共、ノバルティスファーマ、⼤鵬薬品
⼯業、中外製薬、イーライリリー、サ

ノフィ、PRAヘルスサイエンス、
Eisai. Inc、Pfizer.Inc(⽶国)、ブ
リストル・マイヤーズスクイブ、⽇本
ベーリンガーインゲルハイム、アッ

ヴィ、⽇本臨床研究オペレーション
ズ、アステラス製薬、EPクルーズ、島
津製作所、昭和⼤学、⼀般社団
法⼈JBCRG、ギリアド・サイエンシ

ズ、オンコセラピー・サイエンス、NRG
Oncology Japan、メルクバイオ

ファーマ、⻄⽇本がん研究機構、埼
⽟医科⼤学国際医療センター、北
関東婦⼈科がん臨床試験コンソー
シアム、イーピーエス、武⽥薬品⼯

業

該当なし 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 中外製薬、バイエル薬品 該当なし

BeiGene, Ltd 中外製薬、ゲオホールディンクス 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし アストラゼネカ、ファイザー、中外製
薬、イーライリリー、MSD 該当なし

該当なし 中外製薬、イーライリリー 該当なし 該当なし

該当なし 該当なし 該当なし 中外製薬 該当なし

該当なし 中外製薬 該当なし 該当なし
※過去3年分の利益相反関連事項を開⽰しています。

※合併に伴う社名変更などもありますが，企業等との経済的関係が発⽣した時期において記載しています。
⽇本臨床腫瘍学会　組織利益相反管理委員会

安藤 雄⼀
(名古屋⼤学医学部附属病院)

⾺場 英司
(九州⼤学⼤学院)

⽶盛 勧
(国⽴がん研究センター中央病院)

藤阪 保仁
(⼤阪医科薬科⼤学病院)

丸⼭ ⼤
(がん研究会有明病院)

満間 綾⼦
(名古屋⼤学医学部附属病院)

南 博信
(神⼾⼤学⼤学院医学研究科)

⽮野 聖⼆
(⾦沢⼤学附属病院)

⻄尾 和⼈
(近畿⼤学医学部)

仁保 誠治
(獨協医科⼤学)

林 秀敏
(近畿⼤学病院)

⾺場 英司
(九州⼤学⼤学院)


